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　新年明けましておめでとうございます。令和５年新春、皆様におかれましてはお健やかに新年をお迎え
のこととお慶び申し上げます。
　さて、昨年を簡単に振り返りますとロシアのウクライナ侵攻、日本では安倍元首相の暗殺というこの時代
にあって信じ難い心の痛い事象がありました。加えて台湾問題も表面化し、世界の平和が大きく揺らいだ
一年でありました。経済においても資源高や半導体不足、また歴史的な円安であらゆるものが値上がりし、
我々中小零細企業にとって厳しい経営環境が続いております。
　庄原においては、昨年一年間だけで6,200人以上の方がコロナに感染され、どの業種にも影響がありま
したが、特に観光・飲食業の皆様には、一昨年まであった休業協力金などの各種コロナ対策協力金が打ち
切られ、厳しく、苦労された一年であったと思います。
　社会的にはよいとこ祭り、お通り、スター式駅伝が三年ぶりに開催され、観光では名称新たに「桜花の郷
ラ・フォーレ庄原」や鮎の里公園も再スタートを切り、鮎の里公園においてはグランピング施設も増設し、ウィ
ズコロナまた先のアフターコロナに向けて前進した一年でした。一方、庄原市にはこういう状況を案じてい
ただき、経済対策応として「なみか・ほろかカード」で1億6,500万円、年明けには追加で1億4,500万円、エ
ネルギー高騰対策金として1億6,900万円、庄原得泊キャンペーンで4,100万円など、タイムリーで且つ効果
のあるご支援をいただきました。また前述しておりますが、旧「かんぽの郷庄原」についても、予てより懇願
しておりました公設民営というスキームで、「桜花の郷　ラ・フォーレ庄原」として生まれ変わる事が出来ま
した。改めて木山市長には御礼申し上げます。
　気になる庄原市の指数につきましては、人口は１１月末現在で32,967人と前年比で716人減りました。
有効求人倍率は10月末で1.23でありましたが、庄原の大きな産業である医療福祉関連で6倍強、建設業
においては8.5倍と厳しいを通り過ぎて深刻な雇用環境が続いております。一方、主要観光施設の入り込
み客数は、事業者の創意工夫と「広島じゃ割」や先の庄原市得泊キャンペーンの後押しで前年比約３割増
し、コロナ前比較で約２割減と随分と戻ってきたようで何よりです。
　会議所においては、地元高校生に向けた就職ガイダンスを開催しました。またスマート農業の実証実
験・そしてMaaSにおいては観光コンシェルジュや貨客混載等の社会実験に取り組み、１１月には中国経産
局のご配慮でMaaS・シンポジウムを開催するなどそれぞれ先進地として注目をされておるところです。こ
のように将来に向け有意義な一年とすることが出来ました。改めて庄原市、中国経産局をはじめ多くの関
係者のご支援ご協力に御礼申し上げます。
　また、１１月の会議所役員改選において、私と伊藤副会頭が三期目の再任となり、そして新たに長岡雅
子副会頭、倉田洋二副会頭が選任されました。ともどもこれから３年間どうぞ宜しくお願いします。

庄原商工会議所 会頭　佐々木　満
年頭所感

Information
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　謹んで年頭のご祝詞を申し上げます。
　皆様におかれましては、希望に満ちた健やかな新春をお迎えのことと、心からお慶びを申し上げますと
ともに、旧年中は市政の推進に格別のご理解とご協力を賜り、厚くお礼を申し上げます。
　長期化する新型コロナウイルス感染症に加え、昨年はウクライナ危機や歴史的な円安等を背景とした物
価高騰により、市民生活及び地域経済に多大な影響を及ぼした年となりました。
　貴商工会議所におかれましては、こうした厳しい状況のなか、佐々木会頭様のリーダーシップのもと、経
営環境の変化に即応するため、地域の事業者に対する迅速な支援、きめ細やかなサポートを実施されて
おりますことに、心より敬意を表する次第でございます。
　また、「いざなみカード」を活用した市独自の経済対策として市民、事業者の皆様を支援するプレミアム
ポイント付与事業におきまして、貴商工会議所の多大なるご協力を賜っており、重ねて感謝を申し上げま
す。
　さて、昨年を振り返りますと、かねてから誘致に取り組んでまいりました、国内有数の木質総合建材メー
カーであります㈱ウッドワンが、県営庄原工業団地内に庄原産材を活用した製材工場を建設することとな
り、立地協定を締結いたしました。
　新工場建設により、林業振興はもちろんのこと、新たな雇用の創出をはじめ本市への経済波及効果によ

庄原市長　木山　耕三
年頭所感

　今年に向けての取り組みですが、三期目の就任にあたり、別添の「三期目の会頭就任にあたって」の通り
基本目標を示しておりますので、ご覧いただければ幸いです。

　最後に、「三期目の会頭就任にあたって」に示した三つの重点施策を遂行していく上で、その活動を支え
る会議所職員のスキルアップ・モチベーションアップ・環境整備は不可欠と考えます。彼らが能動的に職務
に臨めるよう、目標管理制度の導入、業務の見直し、教育、意識改革をさらに図り、現在推進中の令和４年
度事業計画に加え、以上の体制の整備も推進して参ります。正式には３月までに上記について所内、関係
機関・団体と意見を重ね、令和５年以降の事業計画案としてお示しさせていただきます。いずれも「言うは
易く行うは難し」でありますが、当会議所役職員が一丸となり、行政や関係団体の皆様、そして６３９の会員
の皆様とともに、文字通りオール庄原でこの難局に立ち向かっていければと思っております。
　結びに会員の皆様には、より一層のご支援とご協力をお願い申し上げます。



4

　明けましておめでとうございます。
　2023年の新春を迎え、謹んでお慶び申しあげます。
はじめに
　私は、昨年11月の会頭就任時に「日本再生・変革に挑む」とした所信を表明し、「変革の連鎖」によって
日本再生を成し遂げるために全身全霊を傾けることを会員の皆さまに誓いました。また、その後、全国各
ブロックの商工会議所の皆さまや都内の中小企業経営者と対話する機会を得て、「現場主義」と「双方向
主義」を継承・徹底させていかなければならないとの思いを新たにしました。われわれ商工会議所は、今
年も一丸となって事業者の皆さまの声を適切に政策提言や事業活動に生かしつつ、地域経済、日本経済
の発展のために力を尽くしてまいります。
当事者意識を持ち自己変革を
　さて、わが国は、過去20年以上にわたり物価、賃金、生産性がほぼ横ばいという停滞が続き、先進諸国
に比して相対的に競争力は低下しています。さらに、昨年、コロナ禍に加え、ロシアのウクライナ侵攻、世界
的なインフレなど、大きな環境変化が次 と々押し寄せ、極めて予測困難な状況が続いています。
　本年は、こうした大きな環境変化に対応しつつ、人口減少や少子高齢化、社会保障費の拡大、財政赤
字、人手不足、エネルギー問題、さらには加速するデジタル化やグローバル化への対応などの構造的課題 

る地域産業の活性化に寄与するものと確信をいたしております。
　この他、日本郵政㈱より取得いたしました「かんぽの郷庄原」が、４月より「桜花(おうか)の郷 ラ・フォーレ
庄原」として再出発いたしました。
　本市を代表する交流宿泊施設として、市民・観光客の皆様に愛され、多くの交流や「にぎわい」、そして

「まちづくり」の活力を生み出す拠点となるよう、引き続き、最善を尽くしてまいります。
　終息の見通せない新型コロナウイルス感染症対策、さらには記録的な物価高騰への対応など、令和５年
も市民生活と地域経済を守り抜く取り組みに注力してまいる所存でございます。
　貴商工会議所におかれましても、引き続き、地域の商工業発展と経済活性化の推進役として、一層のお
力添えを賜りますようお願いを申し上げます。
　結びに、貴商工会議所の益々のご発展と新しい年が会員の皆様にとって幸多き一年となりますよう、心
より祈念をいたしまして、新年のごあいさつといたします。

日本再生・変革に挑む ～志を高く、新しい時代を切り拓く～
日本商工会議所 会頭　小林　  健

Information
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にわが国が正面から取り組み、成長軌道に戻していくための重要な年になると認識しています。足元で
は、複合的な要因による物価上昇・円安の影響で中小企業は厳しい状況に置かれていますが、われわれ、
企業が成長の原動力であるという当事者意識を持ち、現実を直視し、果敢に自己変革に挑まなければ、こ
の時代を生き抜くことはできません。今こそ、渋沢栄一翁の「逆境の時こそ、力を尽くす」という信念に学
び、企業経営者が積極的に行動を起こしていかなければなりません。
　私は、経営者の責務は、経済価値、社会価値、環境価値の三つを同時に追求すること、即ち社会に責任
を持ち、貢献することだと考えています。中小企業は、変化に対する柔軟な対応力を有しており、経営者と
現場の距離も近く、経営者の理念を共有しやすい土壌があります。中小企業こそが自己変革と地域貢献・
社会貢献の主役であり、日商の会頭として、私が先頭に立って自己変革に挑戦する中小企業のイノベー
ション創出と付加価値向上を通じた成長を支援、大企業と中小企業が共存共栄できる社会を目指してい
きたいと考えております。
企業の挑戦を支える環境整備を
　一方、政府の重要な役割は、企業の挑戦を支えるための環境整備にあります。特に「民間投資の強力な
推進」「持続的に賃上げできる環境整備」「サプライチェーンの強靭化と経済安全保障」「多様な人材が活
躍できる国づくり」の四つの対応を政府には求めたいと思います。資源を持たないわが国が持続的に成
長するためには、競争力のある「科学技術創造立国」としての地位の確立を目指し、成長のエンジンとなる
新たな産業分野へ投資を強力に促進していくことが不可欠です。そのためにも、政府は、新しい資本主義
の重点投資４分野における官民の適切な役割分担、リスクシェアリングを図り、企業の成長期待を高めると
ともに、十分な規模の政府支出、税制、民間投資を促す大胆な規制改革に取り組んでいただきたいと思い
ます。
　エネルギーに関しては、安定供給の確保とともに、2050年カーボンニュートラル実現に向け、GXの活用
や原子力を含むエネルギー政策を政府が前面に立って推進することが求められます。さらに、中小企業が
賃上げできる環境整備に向けて、取引価格の適正化、デジタル化の推進等、生産性向上への支援強化が
必要です。生産拠点の国内回帰を含め、多様化する供給網の整備も急務であり、企業の予見性を高め、自
由な経済活動を阻害しない経済安全保障に取り組むべきであると考えます。
志を高く、新時代を切り拓く商工会議所に
　商工会議所としては、地域の第一線で活躍する会員企業の皆さまと共に、こうした課題や変化をタイム
リーに察知し、商工会議所自らも変化に対応できる強い足腰を鍛え、「中小企業のイノベーション創出・成
長支援」「大企業と中小企業の共存共栄の実現」「人と企業が輝く地域の創造」の３本柱の実現に向け、全
力で取り組んでまいります。
　昨年、日本商工会議所は100周年を迎えました。次の100年に向けて、本年が、「日本再生・変革に挑む」
ための力強い一歩を踏み出す年となるよう、スピード感をもって実行していく組織、志を高く、新しい時代を
切り拓いていく組織を目指してまいります。皆さまの一層のご支援とご協力を心からお願い申し上げます。
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　９月に開講した創業塾も５回の講義を終え、12月９日の最終日に
「創業プランコンテスト」を開催しました。

　受講生７名が発表者となり、これまでの創業塾での学びを活か
した各々のビジネスプランを発表していただきました。
　審査員は当所の佐々木満会頭をはじめ、広島みどり信用金庫 神田和美氏、広島銀行庄原支店 足立真
司氏、司法書士 飯田一生氏、創業サポートセンター 中川裕治氏の５名で、それぞれの分野の観点から評価

をしていただきました。
　自身の想いが込もった企業理念を掲げ、事業計画をしっかり
立てたビジネスプランを発表され、「熱い思いが伝わった。非常
にレベルの高い発表だった。」と、審査員から講評がありました。
　審査の結果、優秀賞に選ばれたのは、盛崎満子さんと清水慎
之介さんのお二人で、「HONMACHI STAND」の１年間利用無料
パスが贈呈されたほか、受講生には「HONMACHI STAND」利用
無料券（３回分）が贈呈されました。「HONMACHI STAND」を活
用し、是非今回のプランを実行し、創業を実現していただきたい
です。
　この度の「庄原本気DE創業塾」はこの創業プランコンテスト
をもって終了いたしました。今後、創業塾は定期的に開催を予定
しております。創業したい方、夢を持っている方のご参加をお待
ちしております。

「創業プランコンテスト」開催！
最終日庄原

Information

◎マルケイ融資（小規模事業者経営改善資金）
　融資限度額2,000万円　但し、1,500万円を超える場合は事業計画書の提出が
   必要です。
　（運転資金：7年以内・設備資金：10年以内）
　金　　利 1.30%（1/4現在）

上記通常マル経融資の限度額に加え、別枠1,000万円が設けられました。
(2,000万円＋1,000万円＝3,000万円） 
こちらの別枠部分（1,000万円）については、当初3年間は通常の利率から0.9％低減されます。
（1.30%－0.9%＝ 0.4％ となります。）
また、この別枠の1,000万以内であれば既存借入の借り換えにも低減利率が適用されます。
但し、適用には条件がございますのでご利用の際はお問い合わせください。
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題目：『カーボンニュートラルの概要とJ-クレジット制度
　　　 の活用について』
講師：中電技術コンサルタント株式会社　経営企画
　　   事業戦略グループカーボンニュートラルプロイジェクト
　　   プロジェクトマネージャー　　　� 村上　紀章

　中電技術コンサルタント株式会社 経営企画 
事業戦略グループカーボンニュートラルプロイ
ジェクト プロジェクトマネージャー  村上　紀章 
氏を講師にお招きし、「カーボンニュートラルの
概要とJ-クレジット制度の活用について」をテー
マにお話いただきました。
　産業革命以降、炭素を固定化した化石燃料を
大量に燃焼してきたことで、現在のCO2(温室効
果ガス)の濃度は413ppmまで上昇し、温室効果
により地球温暖化が進行しています。
　ただし、人間が活動する限り温室効果ガスの
排出をゼロにすることはできないため、最終的
には極限まで減らした排出量に釣り合うだけの
吸収量を人為的に導入する必要があります。
　この排出と吸収が均衡した状態をカーボン
ニュートラルと言います。

　日本では地域から脱炭素ドミノを起こし、先行
的な動きを全国に展開することで日本全体とし
て脱炭素を進める方針であり、日本国政府はこ
の取り組みを後押ししています。
　中電技術コンサルタント株式会社は、土木・建
築・電気・機械・環境・情報部門等を擁する総合
建築コンサルタントとして、地域の社会資本整備
をお手伝いし、省エネという新たな社会インフラ
にも対応していく取り組みをされています。再生
可能エネルギーや環境価値等、カーボンニュー
トラルに寄与するリソースを一つの事業ドメイン
として明確化し、全社大でカーボンニュートラル
への対応力を向上させることで、新たな事業分
野として成長させることを目的とし、新たな事業
スキームの構築と、カーボンニュートラルに関す
る業務受注を行っているとお話されました。

12月15日に木曜会を
開催いたしました。木曜会

順位 月 事　　　　柄
1 4 桜花の郷　ラ・フォーレ庄原ＯＰＥＮ
2 庄原夏の風物詩「庄原よいとこ祭」、東城の「お通り」、「スター式駅伝」が3年ぶりの開催
3 11 備北丘陵公園イルミネーション　ドリカムとコラボ
4 11 備後庄原駅　開業100周年のロゴマーク決定
5 3 グランピング施設　湖畔ステイズ庄原ＯＰＥＮ
6 2 つなぐ棚田遺産に「比和　三河内の棚田」が選定
6 9 なみか＆ほろか5，000P大作戦実施
6 11 庄原商工会議所役議員改選　土井氏が副会頭を退任、新たに2名の副会頭を選任、副会頭は3人体制に。
6 12 新井監督来庄

10 11 ウッドワン　庄原に誘致

　 ２０２２年 庄原市１０大ニュース 投票結果「木曜会」選定
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〒727-0004
庄原市新庄町5281-1
TEL：0824-73-1800

2022年4月1日  オープンいたしました2022年4月1日  オープンいたしました
朝霧の湯にミストサウナ、
夕霧の湯にドライサウナと
水風呂ができました。
16種類の浴槽と 美容に特化した
シャワーヘッドを導入しました。
新しいお風呂タイム、
ご満喫ください。

仕出し・お弁当　承ります
園内配達致します

〒727-0022 広島県庄原市上原町1300
ご予約・お問い合わせ  TEL 0824-72-7211


